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　皆さんが納めた税金がどのように使われているか、また市の財政がどのような状況にあるのか、知っていた
だくために財政状況を公表しています。 

○収支差引額　決算時点での収入と支出の差額。支出が収入を上回ると赤字となる。 
○一時借入金　支払いを行うために、金融機関等から一時的に借金をすること 
○引 継 金　新しい市に持越しを行う金額 

　平成17年度の新市の予算は、合併前のそれぞれの市町村で計画されていた事業を
行うために、9月末までに執行した残りのお金と、合併に伴い必要になった経費、
新市として行うべき事業の経費を計上しています。 

【増分】 
・市長および市議会議員選挙費 
・生活保護費（町村は県で対応していた） 

【減分】 
・町村長や助役、教育長などの人件費 
・町村の議員報酬 

　一般会計は、特別会計や企業会計以外の地方公共団体の行政サービスの経費を計上した会計で、環境、
福祉、教育や道路・河川整備などいろいろな事業を行っています。  
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　特別会計は、特定の収入（国民健康保険料や下水道使用料など）でその事業の支出が
賄われます。新佐賀市には、国民健康保険事業や公共下水道事業などの７会計があります。 

　市の土地、建物や基金など、新佐賀市の平成１７年１０月１日 
現在の財産の状況は、下記のとおりです。［企業会計分除く］ 

証 券

○他会計からの繰替 
支払いを行うために、他の会計（この場合は一般会計）等から一時的に借金をすること 

（m2） 

※この他、温泉権（旧富士町）12m2があります。 

（m2） （個） 

引継金一時借入金他会計からの繰替収支差引額支出済み額収入済み額旧予算額市町村別会　　計
【新市予算額】

１５億６,８３０万円△１５億６,８３０万円６２億９,６０８万円４７億２,７７８万円１４２億２,３５０万円旧佐賀市

国民健康保険
【１１８億６,９０４万円】

５２０万円５２０万円５億２,０５８万円５億２,５７９万円１２億９,１７０万円旧諸富町

１億円１億４,９１９万円△２億４,９１９万円９億３,５８０万円６億８,６６２万円１８億８,５２１万円旧大和町

３,１８１万円３,１８１万円２億３,９６３万円２億７,１４４万円５億９,２３６万円旧富士町

７３万円７３万円７,２８３万円７,３５６万円１億９,３０４万円旧三瀬村

３,７７４万円１億円１７億１,７４９万円△１７億７,９７５万円８０億６,４９３万円６２億８,５１９万円１８１億８,５８１万円合　　計

５万円５万円３,７３１万円３,７３６万円７,９３７万円旧三瀬村国民健康保険診療所
【５,２３７万円】

１４万円１４万円７７億１,８８９万円７７億１,９０３万円１６３億２,７６７万円旧佐賀市

老人保健医療
【１１３億６,７５６万円】

１,８７３万円１,８７３万円５億４,７８２万円５億６,６５５万円１２億３,７８１万円旧諸富町

５万円５万円１０億９,３８５万円１０億９,３８９万円２５億２,６５５万円旧大和町

３億７,５２７万円３億７,５２７万円８億５,１７９万円旧富士町

４０６万円４０６万円１億２,１２０万円１億２,５２６万円２億８,０５８万円旧三瀬村

２,２９８万円２,２９８万円９８億５,７０２万円９８億８,０００万円２１２億２,４４２万円合　　計

１億   ３４９万円１億   ３４９万円２８億４,４８４万円２９億４,８３３万円１１８億７,０７５万円旧佐賀市

公共下水道
【１０２億８,３３３万円】

２億１,４６２万円△２億１,４６２万円３億   ８３３万円９,３７２万円９億８,４２５万円旧諸富町

３,１６８万円△３,１６８万円２億７,１３７万円２億３,９６９万円９億３,５５９万円旧大和町

１億   ３４９万円２億４,６２９万円△１億４,２８１万円３４億２,４５４万円３２億８,１７４万円１３７億９,０５９万円合　　計

６３万円６３万円６,１０９万円６,１７２万円４億９,７７２万円旧富士町特定環境保全公共下水道
【４億２,６４０万円】

４万円４万円１,２７３万円１,２７７万円７億７,１９２万円旧佐賀市

農業集落排水
【９億６,４３９万円】

１２４万円１２４万円８８８万円１,０１２万円１,９８８万円旧諸富町

９９万円９９万円１億１,７０８万円１億１,８０７万円３億１,８５２万円旧富士町

２２６万円２２６万円１億３,８６９万円１億４,０９６万円１１億１,０３１万円合　　計

７９万円７９万円１,１４９万円１,２２８万円２,３６３万円旧大和町

簡易水道
【３,７７２万円】

２,５５２万円２,５５２万円４,９１８万円旧富士町（中央）

３３万円３３万円７２万円１０５万円２５１万円旧富士町（南部）

１１３万円１１３万円３,７７３万円３,８８５万円７,５３２万円合　　計

＊表示単位未満四捨五入のため、合計等が一致しない場合があります。

会計別旧市町村別決算状況（見込み）及び新市予算額（案）
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　道路、河川、公園や小・中学校、下水道などの公共施設の整備を
行うために、国や金融機関などから長期にわたって借りているお金
のことです。 
（平成１７年１０月１日現在の見込額） 

　年度内に、資金が不足した場合に、一時的に借り入れるお金のことです。 
平成１７年１０月１日現在で７億９千万円借り入れています。 
（一般会計…６億９千万円、特別会計…１億円）　※企業会計除く 

　企業会計は、一企業の経営という観点から経理している会計です。新佐賀市には、交
通事業や水道事業などの４会計があります。 

新予算額収入・支出済み額旧予算額区　　　分企　業　名

３億８，３２１万円３億２，４７０万円７億　３３５万円収　入営業活動
によるもの

交　通
４億７，８６８万円４億２，３６８万円９億　２２７万円支　出

５７０万円８７万円５７０万円収　入建設改良
に要するもの １億４，５７４万円８４万円１億４，６５８万円支　出

２３億８，６０７万円２１億８，４００万円４４億１，３７５万円収　入営業活動
によるもの

水　道
２３億４，７５５万円２０億７，２３６万円４３億３，８７１万円支　出

４億３，５３６万円１億３，７２８万円５億４，３４２万円収　入建設改良
に要するもの １０億７，６７３万円６億７，７５１万円１６億８，９７６万円支　出

３９８万円２１４万円６１２万円収　入営業活動
によるもの

工業用水道
３９８万円２１４万円６１２万円支　出

７５万円１８２万円２５７万円収　入建設改良
に要するもの １８８万円１８２万円３４６万円支　出

７億６，８４０万円５億９，５５４万円１５億４，７００万円収　入営業活動
によるもの

富士大和
温泉病院

７億６，８４０万円７億２，５９７万円１５億４，７００万円支　出

５，９８９万円６，０６３万円１億１，９３３万円収　入建設改良
に要するもの ８，９８６万円９，０１７万円１億８，００３万円支　出

＊表示単位未満は四捨五入のため、合計等が一致しない場合があります。

企業別決算状況（見込み）および新市予算状況（案）
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  ◎問い合わせ　本庁　資産税課　　　　　　　　　　�土地４０・７０７０　家屋４０・７０７１
  　　　　　　　大和支所　市民サービス課　課税係　�５１・２４１２
  　　　　　　　諸富支所　市民サービス課　課税係　�４７・２１３１（代表）

２－３　固定資産税と都市計画税の課税標準と税率・税額
　固定資産税と都市計画税における課税標準額（税額計算のもとになる価額）は、家屋については固定資産課
税台帳に登録された固定資産評価額、土地については固定資産評価額を基に価格の上昇や下落に伴う調整措置
や住宅用地に対する特例などを講じた後の価額となります。
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�����※注：地方税法改正により変更になる場合があります。

※１新築住宅の場合、固定資産税額については一定期間軽減措置が別途設けられています。
※２小規模住宅用地とは住宅１戸当たり２００㎡までの敷地、一般住宅用地とは住宅１戸当たり２００㎡を超え住宅の延床面積の１０倍までの敷地
となります。

２－４　固定資産税と都市計画税の免税点
　市内で同一の人が所有する土地や建物の各々の課税標準額合計が一定の金額に満たない場合には、固定資産
税と都市計画税は課税されません。
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　新佐賀市となり、旧諸富町・旧大和町・旧富士町・旧三瀬村にお住まいの方や固定資産をお持ちの方は、平成１８
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年度の固定資産税・都市計画税および市県民税の納期は、下記のとおりに変更されますのでご注意ください。
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平成１８年度
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　都市計画とは都市計画法に基づく総合的な街
づくり計画のことで、佐賀市の行政区域のうち、
旧佐賀市全域・旧諸富町全域・大和町の一部地域
（春日・川上地区）が佐賀都市計画区域として指
定されています。
　都市計画区域は、都市を計画的に開発していく
上で市街化を推進する�������と、農業用
地保全や緑地保全を重点とし市街化を抑制する
�������	
に分類されます。

　�������市街化区域において都市が機能
的に開発されるように都市施設整備や市街地開
発事業などの�������	
��
���
�������	�
��
�����です。

≪都市施設整備≫
１．道路、駐車場などの交通施設
２．公園、緑地、広場などの公共空地
３．水道・電気・ガス供給施設、下水道整備、
　　汚物処理場、ごみ焼却場
４．河川その他の水路
５．学校、図書館、研究施設その他の教育文化施設
６．病院、保育所、社会福祉施設など

≪市街地開発事業≫
１．土地区画整理事業や開発許可により住宅地、商業地、工業地などの面的な整備を行います。

�������	
��
２－１　都市計画税を納める人（納税義務者）、課税の対象となる資産
　都市計画法による都市計画区域のうち、毎年1月1日（賦課期日）現在

・・・・・・ ・・・・・・ ・・
の市街化区域に所在する固定資産（土

地・家屋）の所有者で、登記簿に登記または固定資産補充課税台帳に登録されている方です。
　　　　※固定資産税・都市計画税の適用関係
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２－２　税額の計算方法
　税額の計算方法は、固定資産税と同様な計算が
行われます。

◆固定資産税額＝課税標準額×税率１.４％
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　旧佐賀市の市街化区域に所在する固
定資産については、旧佐賀市市税条例
によりすでに都市計画税を課税してい
ましたが、新佐賀市市税条例の施行に
より、平成１８年度から�������
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につ
いても都市計画税を課税することにな
りました。




